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東上空から見た漫湖

クロツラヘラサギ

ムナグロ

漫湖水鳥・湿地センター

那覇港

高校 漫湖
　 公園

高校
はりゅう橋

とよみ大橋

住宅地

住宅地

中学校

豊見城城址
饒波川

病院

国場川

那覇市街

漫 湖

東アジアとオーストラリアを行き来する水鳥の中継地。そして市民の憩いの場

漫湖
位置：北緯26度11分、 東経127度41分／標高：－0.5m／面積：58ha／湿地のタイプ：河口干潟、マングローブ林／保護の制度：国指定鳥獣保護区特別保護地
区／所在地：沖縄県那覇市、豊見城市／登録：1999年5月／国際登録基準：2／EAAFPネットワーク参加地

湿地のタイプ：河口干潟、マングローブ林

湿地の概要：
　漫湖は、沖縄本島の南部、那覇市を流
れる国場川と豊見城（とみぐすく）市を流
れる饒波（のは）川の合流点に形成された
河口干潟である。海から3km上流の内陸
にあるが、潮の干満差の影響を強く受け、
干潮時に泥質干潟が出現する。
　漫湖の西岸部には、小規模のヨシ原と、
マングローブ林が広がっている。近年、
上流からの土砂堆積量の増加とともにメ
ヒルギなどが急速に繁茂し、水鳥の休息・
採餌場所を圧迫したため、保全事業とし
てマングローブ林の一部伐採などにより、
水の流れの確保を行った。
水鳥の宝庫：
　干潟の汽水域特有の稚魚やカニ、ゴカ
イなどの底生生物が豊富な漫湖は、水鳥
にとって重要な飛来地であり、日本列島
を北上、南下する重要な中継地となって
いる。ムナグロ、ハマシギ、ダイシャクシ
ギなどのシギ・チドリ類を中心に、クロ
ツラヘラサギやズグロカモメなど希少種

も見られる。
市民のいこいの場：
　漫湖は那覇市の中心街から近く、昔か
ら玄関口の港の一角として栄えてきた。
周辺は北側を漫湖公園、南西側を豊見城
城址に囲まれ、一般市民のレクリエーシ
ョンの場として親しまれている。干潟の
中央部を2本の道路橋が横断し、ひっき
りなしに車が行き交うという環境だが、
そのおかげで橋の上から干潟の生きもの、
水鳥を間近に観察できるのが特徴である。
岸辺の漫湖水鳥・湿地センターでは、市民、
子どもたちが参加する環境教育、さまざ
まなイベントが活発に行われている。
【クロツラヘラサギ】　全長74cm。平た
いくちばしから目にかけて顔の部分が黒
く、体の色は全体的に白い。くちばしを
左右に振りながら、泥の中の魚類やカエ
ル、昆虫、甲殻類等を捕まえて食べる。朝
鮮半島北西部と中国東北部で繁殖し、毎
年数羽が漫湖を訪れる。絶滅が危惧さ
れていると言われていたが、保全活動に

より増加傾向にある。現在、東アジア全
体で7,000羽程度いるといわれている
（2024年1月時点）。
●関係自治体
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